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引き上げようかとも思ったのですが、結局は 90 分の話を 60 分に縮約するだけになりました。最





































































　助手になってから 1 年半後、大阪市から給料をもらいながら、2 年間フランスへの出張を許可
されるというたいへんぜいたくな機会を与えられました。1980 年の秋から 82 年の春まで、クレ
ルモン = フェラン大学でポール・ヴィアラネー先生の指導を受けました。このことについては、



















































































西在住の 9 人で始めたのですが、いまでは全国に 40 人近い会員を抱えて、フランスにある 
Société des Études camusiennes と緊密な連携を取って、その日本支部としても活動しています。
1994 年には、京都で図書出版を行う青山社の協力を得て、日仏語による隔年刊の研究誌『カミュ















































　2011 年 3 月 11 日の震災のとき、私は奈良女子大学文学部長の職にありました。４月のある日、
部長室での会議のあと、数人で語らっているときに生まれた試みが「東日本大震災ウィーク in 





































« La Peste à Fukushima » と題した一文です。これは、2013 年カミュ生誕 100 周年を記念して
Philosophie Magazine のカミュ特集号が刊行されたとき、寄稿を求められて書いたものです。こ
の文章はフランスでは驚きを持って迎えられました。
　また同年に出たL’Herne Camus（Les Cahiers de L’Herne）からも原稿依頼がありました。フ
ランスを中心に世界中のカミュ研究者が執筆していますが、私への注文はカミュの小説作品につ
いて一般読者向けの文章を書けと言うものでした。ためらわず、東日本大震災から『ペスト』を






























　2013 年、カミュ生誕 100 年を記念して、フランスではカミュ関連の書物が大量に出版されま

























本を出しませんかと提案を受けました。ちょうど 2013 年がカミュ生誕 100 年でしたので、誕生






注はつけていません。2013 年 8 月には初校の点検を終えましたが、出版者側の事情で 11 月刊行
には間に合いませんでした。2014 年 2 月には再校も終えましたが、編集者の身辺事情もあって、




























順を追って紹介しています。カミュは、1960 年自動車事故で 46 歳の短い生涯を終えました。そ
の墓は、南仏の小邑ルールマランにあります。パリを嫌い、アルジェリアに近い南仏に別荘を持







　とりわけ印象深かった 1997 年の 2 回目の訪問については、雑誌『ふらんす』 （白水社）の 1997
年 12 月号に書きましたので、それを紹介して本日の講演を終えたいと思います。その年の 8 月、
トゥールーズ大学教授で、私の博士論文の審査委員でもあったジャン・サロッキさんを、彼の別
荘のあるサン・レミ・ド・プロヴァンスにたずねました。滞在 2 日目に、こちらは予期していな
かったのですが、彼はルールマランまで車で連れて行ってやると言いました。たしかにルールマ
ランは車で 50 分ほどのところです。私としては墓参だけのつもりでしたが、彼は車中でカトリー
ヌの家をノックしてくればよい、自分は行かないので一人で行けと言いました。カミュ研究で国
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家博士論文を書いた彼ですが、わけあって、カミュ家と仲違いしていたのです。ということで、
一人で行くことにしました。ただ、その頃カトリーヌさんはあまり人前に出ず、来客を受け入れ
ないとの話を聞いていました。以下、本日最後の引用です。
　ルールマランに着いて、墓地を訪れたあと、私は「カミュ通り」へ向かった。「たずねていっ
てもカトリーヌは会わないだろう」と、近くのカフェでは言われた。しかし家の前で、買い
物から帰ってきた彼女にばったり出会ってしまった。彼女が出演したフランスのテレビ番組
を二つ見たことがあったので、その顔には見覚えがあった。私が名前を告げると、「あなた
の本は知っています」とだけ答え、次に「昼食前なので、少しの間だけ」と言って、私を居
間に通してくれた。彼女が飲み物を準備してくれているあいだ、ひとり居間に残された私は、
その部屋を見回した。いかにも乱雑だった。訪問客を通すことなどまったく予期していず、
ただ家族のくつろげる場所でありさえすれば良い、という考えなのがよくわかった。
　［……］居間の横にはテラスがあり、光の条がよろい戸のすきまからさしこんでいた。や
がて彼女は、「テラスに出てみますか」と言って、その戸を押し開き、私を招いた。大きな
眺望が広がり、私は深く呼吸をした。夏の陽光の中、右手にルールマランの小さな城が見え、
レタンの草原とオリーヴ林が正面に展開し、遠くにデュランス川の流域が広がっている。カ
ミュの作品の主人公たちがテラスからの眺めを好んだように、作家自身もまた、このテラス
に立ちあるいは椅子に腰掛けて、さえぎるもののないこの草原の彼方へと視線を投じていた
に違いない。
